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眼鏡やマスクが画像認識モデルの 
表情認識精度に与える影響の検討と評価 

 

横田晋太朗†  武田敦志†a 
 
眼鏡やマスクにより顔の一部が見えない場合に表情認識精度が大きく減少する
ことが明らかになっている．本稿ではネットワークへの入力の直前で隠れている
部位に 0の値を代入することにより，隠された部位のデータを除外する方法を提
案し，その評価を行う．隠れた部位のデータを検証から除外することにより，表
情認識精度の減少が穏やかになることが明らかになった．また，隠す部位や人種
による認識精度の変化についても検証を行ったが，人種による有意な差はみられ
ないという結果を得た． 
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Our observations indicate that the accuracy of facial expression recognition significantly 
diminishes when certain parts of the face are obscured by glasses or masks. In this paper, 
we propose and assess a method to ignore data from concealed facial regions by 
replacing the obscured part with a value of 0 to the obscured part prior to feeding it into 
the network. The exclusion of data from concealed regions during validation results in a 
modest decline in the accuracy of facial expression recognition. We also investigated the 
variation in recognition accuracy based on the concealed area and race; however, no 
significant differences by race were found in these results. 
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1. はじめに 

深層学習を用いた画像認識技術が急速に発展したことにより，顔画像からその人の

表情を高い精度で認識することが可能となった．一方，新型コロナウイルスの流行に

ともないマスクを着用する場面が増えており，眼鏡（サングラス）やマスクなどによ

る顔の一部が隠れている状態であっても顔画像からその人の表情を高い精度で認識す

る技術が期待されている．一般的に，目や口が隠れた状態であれば，その顔画像から

表情を認識することは簡単ではないと考えられる．また，マスクをした状態の顔画像

から表情の認識を試みた研究では，マスクを着用することにより表情認識精度が低下

することが報告されている[1]． 
そこで，本稿では，眼鏡やマスクにより顔の一部が隠されている場合であっても正

確に表情を認識する手法を検討する．具体的には，顔画像の眼鏡やマスクの部分につ

いて，白色や黒色で塗りつぶした場合と深層学習モデルへの入力値を 0 とした場合の

表情認識モデルの性能を評価した．この評価結果より，眼鏡やマスクの部分について

は深層学習モデルへの入力値を 0 とすることにより表情認識性能を向上できることが

実験を通じて確認できた． 
さらに，目元と口元を隠した顔画像に対する表情認識モデルの性能を比較し，表情

を認識するためには口元の情報の方が重要であることを確認した．また，東洋人と西

洋人では表情を認知する部位が異なると言われることがあるため，東洋人と西洋人に

分割したデータセットを用いて表情認識精度を検証することにより，東洋人と西洋人

で表情が現れる部位に違いがあるかを検証した．この検証により，表情が現れる顔の

部位については東洋と西洋で大きな違いはないことを確認した． 

2. 関連研究 

先行研究では，マスク非着用時の顔画像での表情認識の精度と比較して，マスク着

用処理後の顔画像での表情認識の精度は 87.51%から 75.16%まで低下したという結果

が出ている[1]．しかし，この研究では実際のマスク着用に近い条件となるよう，顔画

像の口元を白で埋めて実験を行っていた．そのため隠された顔の一部を検証に使用し

ない場合の精度の変化は明らかになっていない． 
表 1 先行研究での認識制度 

Dataset Non-mask Mask-wearing 
FER+ 87.51% 75.16% 
RAF-DB 87.19% 78.88% 
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3. 眼鏡やマスクをした顔画像に対する表情認識手法 

顔画像から表情を識別するためのニューラルネットワークは大規模な顔画像デー

タセットを用いて学習処理を実施する．一般的な顔画像データセットの場合，眼鏡や

マスクで顔の一部が隠されている顔画像の割合は少ない．そのため，このデータセッ

トを用いて学習した表情認識モデルは，眼鏡やマスクを含まない顔画像の表情認識精

度に対して，眼鏡やマスクで顔の一部が隠されている顔画像の表情認識精度は低くな

る傾向がある．眼鏡やマスクと顔の表情とは関係を持たない事象である．そのため，

表情認識モデルに入力するデータから眼鏡やマスクに関する情報を削除すれば，表情

認識モデルが眼鏡やマスクの情報の影響を受けなくなるため，より正確に顔画像の表

情を認識できると考えられる． 
表情認識モデルには画像データに対して正規化などの前処理を行ったデータが入

力されるが，この入力データの一部の値を 0 とすることで，表情認識モデルが対象と

なる領域について計算することを抑制できる．そこで，眼鏡やマスクで顔の一部が隠

された顔画像に対してその眼鏡やマスクの領域の入力データの値を 0 に設定すること

で，表情認識モデルが眼鏡やマスクの影響を受けずに推論することが可能となり，眼

鏡やマスクによって顔の一部が隠された顔画像であっても正確に表情を認識できると

考えられる． 

4. 実験評価 

4.1 実験方法 
本研究では，マスク非着用状態の顔画像を対象に，ニューラルネットワークを用い

て学習および検証を行った．まずは，先行研究[1]をベースラインとするため，この先

行研究と同じデータセットと表情認識モデルを用いた実験評価を行った．データセッ

トには，RAF-DB と FER+の中から個人でも利用可能な FER+を用いる[2]．このデータ

セットは，48x48 ピクセルの白黒の顔写真を 8 つの表情で分類するもので，各画像は

各表情の度合いを表し，その合計が 10 になるように構成されている．ただし，曖昧な

表情や低品質な画像における誤学習を防止するため，一部の不正確な画像データの再

ラベリングを行った．また，表情認識モデルとして Self Cure Network[3]を実装した．

この表情認識モデルには，学習過程で各画像の重要度に重みづけを行い，その重みを

ランク付けし正則化する仕組みがある．ただし，Self Cure Network はクラス分類のた

めのニューラルネットワークであり，FER+データセットのような重みの学習方法につ

いては明らかになっていない．そこで，それぞれの画像の表情ラベルの重みが最も大

きいカテゴリーを代表クラスとし，この代表クラスを正解ラベルとして Self Cure 
Network の学習処理を実施した． 
以上の実装を用いて表情認識モデルの学習を実施し，眼鏡やマスクを含まない顔画

像の表情認識精度が 83%となる表情認識モデルを作成した．さらに，目元や口元を隠

した画像データを用いて作成した表情認識モデルの表情認識精度を検証した．これは，

眼鏡やマスクにより顔の一部が隠されている画像データの表情認識精度の検証を目的

としている．顔画像の目元や口元を隠すため，Face Alignment Network を用いて顔画像

のランドマークを検出し，ランドマークから目元や口元の領域を判別した．これらの

領域を白色や黒色で塗りつぶすことにより，眼鏡（サングラス）やマスクにより顔の

一部が隠された顔画像を生成する． 
 
4.2 実験結果 
提案手法により，サングラスやマスクを着用した状態の顔画像において，単純な白

や黒，ノイズで隠す方法では精度が著しく低下することが確認されました．一方で，

本論文で提案した隠す部位の入力データの値を 0 とする手法を用いると，目元を隠す

場合は 74.11%，口元を隠す場合は 60.34%までの精度の低下に抑えられた．この結果

から，顔の一部分がマスクやサングラスによって隠れている場合，その部分の入力デ

ータの値を 0 とすることにより，そのままの画像を入力した場合よりも正確に表情を

認識できることが確認できた． 

 
図 1 マスク着用処理方法ごとの認識精度 
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4.3 目元と口元を隠した際の精度の変化の比較 
目元と口元を隠した場合の表情認識精度を比較した．先行研究[1]では口元を隠す実

験のみが行われたが，ここでは目元及び口元を隠した場合の精度の差を検証した．こ

こで実装した表情認識モデルに対して目元を隠した画像を入力した場合は 74.11%の

精度で表情を識別でき，口元を隠した画像を入力した場合は 60.34%の精度で表情を識

別することができた．この結果は，表情認識において口元の情報が目元の情報よりも

重要であることを示唆している．続いて，各表情における表情二錦精度を比較したと

ころ，目元を隠した画像よりも口元を隠した画像の表情認識精度が低くなる傾向が見

られた．図 3 に目元を隠した画像を入力したときの画像認識精度を示し，図 4 に口元

隠した画像を入力したときの画像認識精度を示す．ここで，disgust や contempt の表情

の画像データに対する表情認識精度が他と比較して低い結果となっているが，これら

の表情については学習データの数が少なく，これらの表情について十分な学習ででき

なかったためと思われる． 

 
図 2 隠す部位とクラスごとの認識精度 

 
図 3 目元を隠した際の各クラスの正答・誤答の傾向 

 
図 4 口元を隠した際の各クラスの正答・誤答の傾向 

 
4.4 日本と欧米の表情の文化差に着目 
表情認識モデルを用いた実験結果より，東洋と西洋の表情文化の差について考察す

る．東洋人は目元で表情を認知する傾向があり，一方で西洋人は口元で表情を認知す

ると言われることがある．この文化的な差異から，円滑な表情の理解を促進するため

に，重要な部位で表情がより強く現れる可能性について実験的に考察する．具体的に

は，東洋人の顔画像データと西洋人の顔画像データを用意し，それぞれの顔画像の目

元と口元を隠した場合の表情認識精度の低下を調べ，それぞれの顔画像の目元と口元

に表情判断のための情報が強く現れているかどうかを検証する． 
ここでは，顔画像データセットである FER+のテストデータを目視により東洋人と

西洋人に分類し，東洋人は 451枚，西洋人は 1925枚の 2つのデータセットを作成した．

目元を隠した顔画像データを表情認識モデルに入力したところ，東洋人の顔画像は
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72.06%，西洋人の顔画像 75.74%の精度で表情を識別できた．一方，口元を隠した顔画

像データを表情認識モデルに入力したところ，東洋人は 57.21%，西洋人は 60.10%の

精度で表情を識別できた．どちらのテストでも表情認識精度に有意差は見られず，目

元よりも口元を隠した画像データの表情識別制度が低い結果となった．この結果より，

東洋と西洋のどちらの文化圏においても表情に関する情報は口元に強く表現されると

考えられる． 

5. まとめ 

本稿では，眼鏡やマスクなどによって顔の一部が隠れている状態でも高い精度で表

情を認識する手法を検討し，眼鏡やマスクにより顔の一部が隠されている顔画像の場

合，眼鏡やマスクの部分についてニューラルネットワークへの入力値を 0 とすること

により，そのままの画像データを入力する場合に比べて高い精度で表情を認識できる

ことを確認した．また，表情認識においては目元に関する情報よりも口元に関する情

報が重要であることが実験的に示された．さらに，東洋人と西洋人での表情の違いを

検証した結果，どちらの文化圏においても表情に関する情報は口元に強く表現される

ことが示唆された． 
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